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カー・一・・一バイト澤を細骨材として

代用したときのコンクリートの性質

水　　野　　俊

　1．　ま　えがき

　カーバイトを原料とする数多くの化学工場で，カーバ

イト澤の処置について非常に困難している．カーバイト

澤を大量に利用する道はないだろうか，と相談をうけ

て，コソクiJ・’一トの材料として使用してみたらというこ

とを考えた．

　コyクリートの材料の中で，カーバイト澤をセメソト

の代用にすることはほとんど不可能であるので，少なく

とも細骨材として利用するよりほかに道がない．たまた

ま千葉県では優良な砂がないので一層この利用の可否が

重要な問題となるのである・

　カーバイト澤は，これを野外に放置しておくと，相当

湿潤な塊状となる，しかし，この塊は極めて脆弱である

ので，これをそのままコソクリート中に混入することは

できない．それで，使用するときには，大体2・5mmブ

ルイを通過するものだけを，湿潤の状態のままで用い

た．もちろん，その含水量は乾燥さぜて測定した．

　一連の実験の結果をここに収録し，カーバイト澤の処

置に困っておられる方々のご参考に供したいと思う・

　2．　使用材料

　セメソト……秩父普通ボルトラソド。セメソト

　砂…………比重2・53粗粒率1．89粒度曲線は第1

　　　　　　図に示す．

　砂利……比重2・63粗粒率6．40最大寸法20mm

　AE材……ダレックス　10倍溶液を使用した・

　ヵ一一n・　・〈イト澤…比重2．20粒度は第1図に示す．
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3．　実　験　方　法

　カーベイト澤は一応砂の代用と考えてコソクリート中

に混入したが，これは相当吸水するとともに，砂のよう

に表面乾燥飽和状態にするこどができないので，適当な

湿潤状態において使用し，その含水量を乾燥器により測

定することにした．比重壕によって含水量を測定するこ

ともできるが，この力法は精度が落ちるので採用しなか

った．

　砂は気乾状態のまま使用し，含水量は別に測定した・

砂利は表面乾燥飽和状態で使用した．

　練り混ぜは手練りによったがAEコyクIJ・’一トは2才

のジェガー型ミキサを用いた．空気量はワシソトy型エ

アメータによる方法および重量法によって測定した．

　供試体は標準円柱体15×30cm供試体で内挿式バイブ

レータによりしめ固め，18～21°Cの水槽内で養生し，

材令7日および28日において，アムスラー型万能試験

機で強度試験した．

4．　実験結果およびその考察

　第1表は実験結果の一覧である・

　まず，カーバイト洋を混入していないプソクリートに

ついてのセメyト水重量比と圧縮強度との関係を第2図
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第2図　ヵ一バイト津と混入しないコンクリートの

　　　セメント水重量比と圧縮強度との関係

に示した．また同じコソクリートのゴyクリート1m3

当りに使用したセメソト量と圧縮強度との関係を第3図

に示した．これによるとスラソプが2～8cm程度の比

較的かたいコソクリー一トにおいては，材令28日で圧縮

強度を300kg／cm2だすには・セメソト使用量は340kg
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　第3図　カーバイト津を混入しないコンクリートの
　　　　セメント使用量と圧縮強度との関係

ノm3位，200kg！cm2の強度』をだすにはセメソトは270

kg／m3，100kg／cm2の強度を出すにはセメソトが210kg

／m3必要であることがわかる・

　つぎに，カーバイト澤を混入したコソクiJ　・一トについ

て，セメソト使用量と圧縮強度との関係を第4図にセメ

N，トの使用量が一定のときカーバイト澤の使用量と圧縮

強度との関係を第5図に示してある．これをみて云える
ことは，セメソトの使用量が少ないときはカーバ・f卜澤

の混入による強度の低下が少ないということである．セ

メソトの使用量が200kg！cm2程度ではカーバイト澤を
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第4図　力・・バイト津を混入したコンクリートのセ

　　　メント使用量と圧縮強度との関係

200kg／m3まで混入しても大して強度は下らないが，セ

メソトを300kg／m3使用するときは，カーバイト澤を
130kg／m3位混入すると，圧縮強度は約8％低下し，250

kg／m3混入すると約55％低下する・これからセメyト
の使用量が250kg！m3以上のときは，か一バイト澤は
120～130kg／m3以上混入すると著しく強度が下ることが

わかる．材令が7日ではセメソトの使用量が少ないとき

は，ヵ一バイト澤を混入することによつて圧縮強度がや

や増加する傾向を示している・一般に，材令7日の強度

は，カーバイト澤130kg／m3までの混入により大して影

響をうけないようである．空気量を5～6％連行させた
AEコソクIJ　’一トではカーバイト澤混入による強度の低
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　　第5図　カーバイト津の混入がコンクリートの
　　　　　　圧縮強度に及ぼす影響

下が大きい．

　つぎに，＝ソクリートの単位容積重量がカーバイト澤

の混入によつてどれだけ変化するかを第6図に示した．
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　第6図　カーバイト津の使用量とコンクリートの単

　　　　位容積重量との関係

これによれば，カーバイト澤を100kg！m3混入すれば単

位容積重量は約50kg／m3小さくなることがわかる．

　最後に経済上から考えれば，いまゴyクリートの所要

強度が200kg！cm2の場合の配合は，スラソプを6～8
cmとすると，

〔普通コソクリート〕〔カーバイト洋混入コソクリート〕

900円（1kg・・0．56円）砂利1m3…1600円（1k9・・

1円）とするとコソクリート1m3当り100円安くつく
ことになる．

　所要強度が120kg！cm2のときは，スラソプ2～5cm
として

〔普通コソクリート〕〔カーバイト薄混入コソクリート〕

水　　　　　　156kg

セメyト…　215〃
砂　　　　　　764〃

砂利・一・1245〃

水　　　　　　170kg

セメγト・・　270〃

砂　　　　　710〃

砂利一・1220〃

水　　　　　　　220kg

セメソト………280〃

砂　　　　　　532〃

砂利一一1120〃
ヵ＿バイト幸宰…　140〃

　両者の材料費をカーバイト澤がタダとして比較してみ

ると，後者はセメソト10kg増，砂178kg減，砂利100
kg減となる．単価は概略セメソト1kg－1円，砂1m3

水　　　　　　　200kg

セメソト…一・220〃
砂　　　　　　　560〃

砂利………1170〃
カーノミイト享宰…140〃

　後者はセメソト5kg増（50円）砂200kg減（110円）

砂利75kg減（75円）となり結局コソクリート1m3当
り135円安いことになる．以上により大体材料費の2
～4％安くつくことになる．

　5．実験結果から得られたカーバイト津の使用方法
（1）カーバイト澤は吸水量が非常に大きく湿潤状態によ

　って含水量が相当に変化するのでコソクリートに混入

　する場合には含水量を正確に知っておく必要がある．

　このためには雨等にょってカーバイト澤の含水量が大

　きく変化しないように，少なくとも数日間使用する分

　量だけでも屋根のある場所に貯蔵し，使用する2日ば

　かり前に試料を採って乾燥器に入れ，含水量を計って

　カーバイトの計量を正確にする必要がある．

（2）カーバイト澤を使用したコソクリートは粘性が大で

　分離が生じ難い傾向があるが，比較的大きな気泡を型

　枠との接触面等に残し易いので注意する必要がある・

（3）セメyトをコソクリート1m3当り250～350kg使用
　するゴソクリートではヵ一パイト1宰を140kg！m3（：普

　ma　＝ソクリートの砂の使用量の約2割）混入すると強

　度は約10％低下し，それ以上混入すると強度が激減
　するのでカーバイト澤は140kg／m3以上eよ使用しない

　ようにするのが望ましい．セメソトの使用量が210kg

　lm3以下のコソクリートではカーバイト澤を250kg／m3

　（砂の使用量の約3割5分）まで使用しても強度にあ
　まり影響がないようである．

（4）カーバイト澤を混入したコソクリートにAE材を使

　用するのは強度の低下が著しいので好ましくない．

⑤　コソクy　一一トの単位容積重量はカーバイト澤の混入

　量100kg！m3について約二50kg／m3（約2．2％）減少す
　る．

（6）カーバイト洋に費用がかからなければ同じ強度のコ

、ソクリートを造るのにカーバイト浮を普通コソクリー一

　トの砂の使用量の約20％混入することによりコソク
　リー一トの材料費を約2～4％減ずることができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1955．　3．　30）

　　　　　　　　　　　　　　　　生産抜術研究所報告ag　4巻第6号予告

　　　　　　　　　　大和田　信著　「撚線の機械的性質に関する研究」

　撚線の機械的性質　とくに，その弾性特性には，撚線の変形に伴って側線と心線との間に生ずる接触圧力の作

用が大きい関係を持つ・また，撚線の製造過程において，塑性加工によって，素線に与えられる残留応力の有無

大小が撚線の弾性特性におよぼす影響も大きい．

　本研究は，素線の間に働らくこのような接触圧力を導入した新らしい解析法によって，撚線の引張および振り

剛性，応力，撚りの戻り，ほぐれの性質などを明らかにし，さらに，この解析法と線材の特性に関する適切な測

定法の採用とによって，撚線の製造過程がその弾性的性質におよぼす影響，とくに，よい特性を持つ撚線を製造

するためにはどのような予備加工（Preforming　）を施さなければならないか，などについて論じたものである．
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